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代表取締役社長

小林 孝文

コシナは100億企業への成長を通じて、お客様の満足と社会の発展に
貢献し、偉大なる中小企業を目指します。

売上高100億円実現の目標と課題

2029年に売上高100億、2033年に売上高120億の達成
に挑戦する。そのために、補助事業分野（露光装置レ
ンズ分野、交換レンズ分野）で年率10～20％程度の成
長を目指す。

・露光装置レンズ分野では高精度な加工設備と測定設備
を導入し、その設備を設置する製造現場も用意する。

・交換レンズ分野ではシミュレーションソフトを導入す
ることにより迅速かつ高品質な製品開発を目指す。

・導入設備で得られた設計ノウハウや高い製造能力を活
用して、他分野でも製品開発や新分野への進出を図る。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・露光装置レンズ分野では、高精度な加工技術獲得と
製造体制の確立が課題である。

・交換レンズ分野では、迅速な製品開発と生産立上げ
が課題である。

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

・光学エンジニアを中心としたプロジェクトを立ち上げ
技術取得及び設備運用を進める。

・導入設備を迅速な生産立上げにつなげるために、開
発・生産現場の人材育成を進める。

・光学技術、顧客提案力及び新市場開拓力を担う人材の
育成、確保に努める。

〇本社所在地：長野県中野市吉田1081

〇事業概要： 光学製品の製造・販売

〇常時使用する従業員： 417人（2025年

1月期）

〇現在の売上高： 86億円（2025年1月期）

○法人番号： 2100001012040

○Web：https://www.cosina.co.jp/

プロジェクターレンズ カメラ用交換レンズ

主力製品

ハイエンド光学製品を通じて真の価値を創造する

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



自由記載（売上高100億円実現に向けた具体的措置）

• 当社は半導体露光装置用の光学系分野に参入しているが、より高精度な露光レンズを開発するため加工技術・製造技術
の高度化が必要である。そのために、高精度な加工機・測定機の導入と、製造現場の整備工事を実施する。

• また、当社のカメラ用交換レンズには2種類のブランドがあり、それぞれ異なるコンセプトを持つ趣味性の高い製品を
展開している。高性能レンズは設計・製造の難易度が高いため、日程遅れ無く迅速な開発・生産立上げを実現すること
が課題となる。これを解決するため、シミュレーションソフト導入と高度な加工技術を獲得し製品の開発を進める。

• これら2分野で得られた成果（導入設備や技術ナレッジ）を活用し、当社の他分野（従来事業）においてもさらなる製
品の高付加価値化と新規分野の開拓をすすめ売上高を増加させる。

• こうして、売上高を2029年に100億円、2033年に120億円を突破させる。

株式会社 コシナ（製造業）

55 48 48 48 46 44 44 46 46 46 

26 35 37 39 43 46 50 52 54 56 
2 2 3 5 7 11 

15 17 18 20 
86 88 89 92 96 

102 109 
114 118 122 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

売上高

その他 交換レンズ 露光レンズ


	スライド 1: 株式会社 コシナ（製造業）
	スライド 2: 株式会社 コシナ（製造業）

